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◇
教
区
各
教
化
団
体
役
員
決
定 

新
年
度
に
入
り
、
任
期
満
了
を
迎
え
た
各
教
化
団
体
で
、
役

員
改
選
が
行
わ
れ
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
敬
称
略
） 

【
仏
教
壮
年
会
連
盟
】 

理 

事 

長
：
石
浦
栄
一
郎
（
関
野
・
専
称
寺
仏
壮
） 

副
理
事
長
：
岩
村 

保
治
（
糸
岡
・
願
称
寺
仏
壮
） 

 
 
 
 
 

宮
西 

岳
人
（
川
上
・
下
川
崎
仏
壮
） 

 
 
 
 
 

山
本 

譲
治
（
氷
見
東
・
氷
見
東
組
仏
壮
） 

監 

査 

役
：
前
坪 

 

孝
（
射
水
・
金
山
仏
壮
） 

 
 
 
 
 

中
島 

新
治
（
砺
波
・
真
光
寺
仏
壮
） 

【
寺
院
女
性
会
連
盟
】 

委 
員 

長
：
清
水 

道
子
（
砺
波
・
真
光
寺
） 

副
委
員
長
：
寺
野 

 

薫
（
水
波
・
西
光
寺
） 

古
石 

満
子
（
川
上
・
円
勝
寺
） 

書 
 

記
：
嵯
峨 

理
慧
（
関
野
・
光
慶
寺
） 

蟹
谷 

充
世
（
糸
岡
・
尊
光
寺
） 

会 
 

計
：
福
島 
恵
子
（
若
神
・
善
念
寺
） 

大
川 

香
織
（
氷
見
・
真
福
寺
） 

 
 
 

幹 
 

事
：
山
名 

直
子
（
伏
木
・
龍
善
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

青
木 

郁
子
（
新
湊
・
覚
円
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

武
部
恵
美
子
（
五
位
・
法
善
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

櫛
本
紀
美
代
（
射
水
・
蓮
光
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
阪 

友
子
（
氷
見
東
・
真
常
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

原
平
千
賀
子
（
氷
見
西
・
空
誓
寺
） 

監 
 

査
：
向
田 

雅
美
（
水
波
・
明
円
寺
） 

麻
生 

尚
子
（
伏
木
・
浄
光
寺
） 

 

※
詳
し
く
は
、
今
後
発
行
予
定
の
実
践
運
動
推
進
計
画
書
を
ご

清
覧
く
だ
さ
い
。 
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念仏のこころに

生きる生活を 

高岡教区教務所 電話 0766-22-0887 FAX0766-21-5152 

念仏のこころに

生きる生活を 

２０１７ 

５月号 

宗会議員選挙人名簿の縦覧について 

中央選挙管理委員会において作製されました本年の宗会議員選挙人名簿（平成２９年４月１日現在調

査のもの）を５月２日付で各組組長事務所に送付いたしております。 

つきましては、下記事項についてご留意いただきますようご連絡いたします。 

記 

１，選挙人名簿の縦覧期間は、平成２９年５月１５日より５月末日までの期間です。 

２，縦覧者（選挙人）は名簿の選挙人押印欄に押印しないこと。 

  ※押印した選挙人名簿は無効となり、選挙に使用できなくなります。 

３，選挙人本人又は縦覧者が、選挙人名簿に脱落又は誤記があると認めたときは、訂正の申し立てをす

ることができます。 

 ※特に平成２９年４月１日時点で既に死亡されている方が記載されている場合は削除の必要がありま

すのでご注意下さい。 

※改姓・改名、所属寺変更、転入、転出については、平成２９年４月１日時点でまだ手続が完了してい

ないものは、訂正の対象とはなりません。また、平成２９年４月１日の時点で成人に達していない

方も名簿に登載しておりません。 

上記のことにご留意いただき、名簿に脱落又は誤記があると認めたときは、縦覧期間内（５月１５日

から５月末日まで）に各組長事務所までご連絡下さい。                 

 以 上 
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◆
高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
開
催 

去
る
四
月
十
二
日
（
水
）、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝
堂
に
お
い
て
高
岡
教

区
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
が
開
催
さ
れ
、
仏
教
婦
人
会
会
員
百
七
十
八
名
が

参
加
し
た
。 

 

総
会
で
は
活
動
計
画
や
予
決
算
の
報
告
が
あ
り
、
特
に
異
議
は
出
ず
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
単
位
会
の
減
少
や
会
員
の
高

齢
化
と
い
う
共
通
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
元
井
和
代
委
員
長
は
挨
拶
の
中

で
「
『
親
か
ら
子
へ
』
と
い
う
家
庭
内
の
継
承
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
昨
今
、

会
員
だ
け
で
な
く
会
員
外
へ

の
呼
び
か
け
や
連
携
が
喫
緊

の
課
題
」
で
あ
る
と
提
言
し

た
。 

 

総
会
後
の
昼
食
休
憩
時
間

に
は
仏
教
婦
人
会
連
盟
コ
ー

ラ
ス
「
瑠
璃
の
響
き
」
に
よ
る

讃
歌
指
導
が
あ
り
、
会
員
が
コ

ー
ラ
ス
と
共
に
仏
教
讃
歌
を

合
唱
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
仏
教
婦
人
会

総
連
盟
講
師
の
花
岡
静
人
さ

ん
（
奈
良
教
区
吉
野
東
組
）
に

よ
る
記
念
講
演
が
あ
り
、
「
こ

れ
か
ら
ど
う
な
る
？
仏
教
婦

人
会
」
と
題
し
、
仏
教
婦
人
会

活
動
の
意
義
と
こ
れ
か
ら
の

方
向
性
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
つ
つ
お
話
し
さ
れ
た
。 

 

お
話
の
中
で
、
お
通
夜
な
ど

の
大
事
な
行
事
さ
え
も
社
会

上
の
お
付
き
合
い
の
場
だ
け

に
な
り
、
形
骸
化
し
て
い
る
中

で
、
仏
教
婦
人
会
も
「
活
動
は
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
定
め
ら
れ

た
行
事
を
こ
れ
ま
で
通
り
に
行
う
と
い
う
こ
と
だ
け
に
目
が
行
き
、
硬
直
化
・

形
骸
化
し
て
は
い
な
い
か
、
と
指
摘
。 

ま
た
、
親
戚
づ
き
あ
い
や
隣
近
所
の
つ
き
あ
い
の
変
化
を
例
に
、
豊
か
さ
の

中
で
親
戚
同
士
、
近
所
同
士
の
互
助
を
必
要
と
し
な
く
な
り
、
わ
ず
ら
わ
し
い

人
間
関
係
を
敬
遠
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
家
庭
内
に
あ
っ
て
も
孤

独
・
孤
立
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
、
時
代
社
会
の
変
化
を
も
う
一

度
確
認
し
、
そ
の
中
で
何
を
し
て
い
く
の
か
を
も
う
一
度
考
え
て
み
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
と
提
案
さ
れ
た
。 

そ
の
上
で
、
老
病
死
と
い
う
課
題
は
現
代
で
も
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
の
が
仏
法
で
あ
り
、
仏
教
婦
人
会
は
そ
の
出
会
い
の
場
で
あ

り
、
誰
で
も
持
っ
て
い
る
「
誰
か
と
つ
な
が
り
た
い
と
い
う
思
い
」
を
実
現
す

る
場
で
あ
る
、
と
そ
の
活
動
の
意
義
を
強
調
さ
れ
た
。 

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
考
え
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
仲
間
外
れ
を
作

ら
な
い
仲
間
づ
く
り
」
を
挙
げ
ら
れ
、
「
な
ぜ
新
し
い
人
が
入
ら
な
い
の
か
、

そ
れ
は
魅
力
が
な
い
か
ら
で
す
。
来
て
ほ
し
い
と
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
仏
教

婦
人
会
は
心
休
ま
る
居
心
地
の
い
い
場
所
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
自
分

に
と
っ
て
心
地
よ
い
場
所
、
会
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
思
っ
た
こ
と
を
互

い
に
言
い
合
え
る
場
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
提
案
さ
れ
、
仏
教
婦
人
会
は
人
と
人
と
の
あ
た
た
か
さ
、
出
会
い
と
よ
ろ
こ

び
の
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。 

       

    

得度習礼講習会のお知らせ 

  

この度、本年度の講習会を下記

のとおり開催いたします。 

「得度願」提出予定の方には受

講が、原則、必須となっておりま

すので、講習内容の自己研鑚を含

め、予めご準備よろしくお願いい

たします。 

尚、詳細は教区報６月号に同封

させていただきます。 

 

記 

１．期日 ８月２３日（水） 

～２４日（木） 

２．会場 福光教堂 

（南砺市福光９７４－２） 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

『
北
陸
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
』
第
六
回
総
会
・
研
修
会
報
告 

  

北
陸
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
（
略
称
・
北
陸
同
推
）
の
第
六
回
総
会
・
研
修
会
が
、

四
月
二
一
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

北
陸
同
推
は
、
同
朋
運
動
を
推
進
し
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
差

別
解
消
の
た
め
に
必
要
な
活
動
を
協
議
し
、
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇

一
二
年
四
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
会
員
相
互
の
研
鑽
や
情
報
交
換
、
経

験
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
の
諸
団
体
（
『
一
般
財
団
法
人 

同
和
教
育
振
興
会
』
、

『
同
朋
運
動
を
続
け
る
会
』
、
『
近
畿
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
』
、
『
九
州
・
沖
縄
同
朋

運
動
推
進
協
議
会
』
、
『
東
日
本
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
』
、
『
中
四
国
同
朋
運
動
推
進

協
議
会
』
）
と
も
連
携
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
案
・
予
算

案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
賛
同
を
得
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
『
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
制
定
の
意
義
と
今
後
の
課
題
』
を
テ

ー
マ
に
、
大
西
聡
さ
ん
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
総
務
部
長
、
中
央
執
行
委
員
）

か
ら
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
（
正
式
名
称
「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
、
以
下
「
推
進
法
」
）
は
、
二
〇
一
六
年
一
二
月

九
日
に
参
議
院
本
会
議
で
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
・
成
立
し
、
一
二
月
一
六
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
講
義
で
は
、
①
「
推
進
法
」
成
立
ま
で
の
経
過
と
そ
の
背
景
、
②

「
推
進
法
」
を
活
用
し
た
部
落
解
放
運
動
の
前
進
に
む
け
て
、
③
「
推
進
法
」
の
具

体
化
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。「
推
進
法
」
制
定
の
意
義
は
、「
部

落
差
別
の
解
消
」
が
初
め
て
明
記
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
こ
と
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
差
別
情
報
の
氾
濫
、
結
婚
差
別
、
身
元
調
査
な
ど
、
今
日
的
な
部
落
差
別
の
存
在

を
認
め
、
そ
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
部
落
差
別
を
許
さ
な
い
社
会
づ
く
り
が
重
要

だ
と
し
た
こ
と
。
部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
し

て
、
相
談
体
制
や
教
育
・
啓
発
活
動
の
充
実
、
実
態
調
査
な
ど
の
施
策
を
行
う
と
明

記
し
た
こ
と
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、「
推
進
法
」
の
制
定
が
こ
れ
ま
で
の
運
動
の

成
果
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
法
律
の
各
方
面
か
ら
の
周
知
徹
底
と
具
体

化
を
は
か
る
こ
と
。
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
主
体
的
に
差
別
解
消
に
む
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

詳
細
か
つ
丁
寧
に
ご
教
示
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

宗
門
に
お
け
る
同
朋
運
動
は
、
部
落
差
別
を
受
け
て
き
た
門
信
徒
・
僧
侶
が
、
差

別
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
、「
非
同
朋
教
団
」
で
あ
っ

た
教
団
の
あ
り
よ
う
を
憂
い
、
特
に
同
和
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
差
別
・

被
差
別
か
ら
の
解
放
、
真
の
意
味
で
の
同
朋
教
団
の
実
現
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

同
朋
運
動
提
唱
か
ら
六
十
七
年
、
教
団
か
ら
「
同
朋
運
動
」
の
名
称
は
消
え
ま
し
た

が
、
部
落
差
別
の
現
実
か
ら
問
わ
れ
た
課
題
は
、
い
ま
だ
克
服
さ
れ
た
と
は
言
え
ま

せ
ん
。 

 

“
北
陸
に
被
差
別
部
落
は
な
い
”、
北
陸
に
蔓
延
す
る
こ
の
事
実
に
反
す
る
声
が
、

ど
れ
だ
け
部
落
差
別
に
喘
ぐ
人
々
の
力
を
奪
い
、
あ
き
ら
め
を
強
い
て
き
た
だ
ろ
う
。

宗
祖
の
教
え
を
標
榜
す
る
者
が
、
宗
祖
と
教
え
に
集
う
人
々
の
期
待
を
ど
れ
だ
け
裏

切
っ
て
き
た
こ
と
か
。
宗
祖
没
後
７
５
０
年
を
迎
え
、
教
団
の
部
落
差
別
の
歴
史
に

思
い
を
は
せ
る
と
同
時
に
、
被
差
別
者
の
宗
祖
へ
の
期
待
に
学
び
、
願
い
に
応
え
て

い
く
こ
と
が
真
宗
再
生
へ
の
道
と
信
ず
る
。
教
団
の
同
朋
運
動
の
火
を
か
き
消
そ
う

と
い
う
動
き
が
強
ま
る
今
こ
そ
、
さ
ら
な
る
運
動
の
広
ま
り
と
深
ま
り
を
願
い
、
差

別
・
被
差
別
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
す
全
て
の
人
々
と
の
連
帯
を
、
こ
の
北
陸
か
ら
呼

び
か
け
、
集
お
う
。 

（『
北
陸
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
結
成
の
呼
び
か
け
』） 

こ
の
呼
び
か
け
の
も
と
に
北
陸
同
推
が
結
成
さ
れ
て
、
今
年
度
、
五
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
八
月
二
九
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
お
い
て
、
落
語
家
の
露
の
新
治
さ

ん
を
招
い
て
五
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
記
念
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

北
陸
に
お
け
る
同
朋
運
動
が
さ
ら
に
広
ま
り
、
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

【
北
陸
同
朋
運
動
推
進
協
議
会
事
務
局
長 

伏
木
組 

要
願
寺 

林 

史
樹
】  

※
お
詫
び 

先
月
号
の
本
コ
ー
ナ
ー
で
、
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
の
演
説
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
過
去
に
目
を
閉
ざ
す
者
は
、
現
在
に
対
し
て
も
や
は
り
目
を
閉
ざ
す
」
で
し

た
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 
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ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

◎５／20（土）：古川 潤哉 氏 

（日本思春期学会理事・佐賀県浄誓寺衆徒） 

「生きるための選択肢を」  

◎５／27（土）：古川 潤哉 氏 

（日本思春期学会理事・佐賀県浄誓寺衆徒） 

「思い通りにならない世界の中で」  

□５／28（日）：未 定 

（高岡教区） 

◎６／３（土）：小池 秀章 氏 

（本願寺派布教使・山口県教證寺衆徒） 

「未    定 」  

◎６／10（土）：小池 秀章 氏 

（本願寺派布教使・山口県教證寺衆徒） 

「未    定 」  

□６／11（日）：未  定 

（富山教区） 

◎６／17（土）：小池 秀章 氏 

（本願寺派布教使・山口県教證寺衆徒） 

「未    定 」  

   ◇これからの日程（５/２３～６/２０）◇  

 ５月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

23 

24 

25 

26 

28 

29 

 

30 

31 

６月 

１ 

２ 

４ 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

 

９ 

12 

14 

15 

16 

20 

聖典セミナー（第２回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組長会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常例法座 

ブロック組長会打合会 

 

氷見東組団参（～25 日） 

氷見組団参（～26 日） 

射水組団参（～27 日） 

川上組団参（～29 日） 

富山龍谷教学会議総会 

仏壮第 2 回実行委員会 

ヤスクニ委員会 

同朋委員会 

 

布教団役員会 

 

射水組仏婦総会 

常任委員会 

仏壮理事会 

連区布教団連絡協議会 

（東海） 

雨晴苑ビハーラ 

仏婦・寺女合同打合 

講社総会 

連区ビハーラ連絡協議会

（東海） 

ヤスクニ学習会 

ﾌﾞﾛｯｸ講員研修打合（福井） 

 

 

同朋運動推進者養成研修 

連区門徒推進員連絡協議会 
 

     

     

      

    

【西本願寺高岡会館６月の常例法座】 

ご講師：   木 賣 慈 教  氏 

（ 長 野 教 区 ） 

ご講題：『 大 悲 の 心 』 
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

☆お知らせ☆ 

『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょ

うか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  

一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）  ８，３００円 

・大 箱 （３６袋）  ２，３００円 

・１ 組 （１０袋）    ５００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６ 高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 

Tel.(050)5587-7708（代表）  

Fax.(0766)21-5152      

 

【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  


